
要 旨 

医療刑務所跡地から発見された城野遺跡は、平成２１年度及び２２年

度の調査で、邪馬台国と同じ弥生時代後期の大規模な集落跡であること

がわかった。 

特に九州最大規模の方形周溝墓と、貴重な水銀朱を塗った幼児を埋葬

した石棺２基、管玉・そろばん玉などを製造してきた玉づくり工房跡は

九州２例目で、大変貴重なものである。この周辺では、既に重留遺跡や

重住遺跡が発見されており、この地域には企救国とも呼ぶべき有力な国

があったのではないかとの説もある。 

 市は当初、現地保存し、市民に公開するとしていたが、土地の売買を

めぐって土地所有者である国との折り合いがつかず、ことしになって現

地保存は断念し、石棺は掘り上げ保存し、玉づくり工房は記録保存する

との方針を出した。 

 城野遺跡は市民の大事な財産であり、国民的文化遺産である。北九州

市には本格的な遺跡公園がなく、この城野遺跡こそ、市民や子供たちに

とって北九州の成り立ちや歴史を学び、郷土を大切にする意識を培う大

切な場所である。 

 ついては、下記のとおり措置していただきたい。 

記 

１ 専門家や関係機関と協力し、城野遺跡の現地保存を図ること。 

２ 体験学習を含めた歴史学習の場として活用できる施設を設けること。 
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